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▲認知症予防のために健康づくりを
　（秋ヶ池運動公園）

大瀧  金三

河野  照代

問　

一
般
家
庭
で
は
、
洋
式

ト
イ
レ
し
か
使
っ
た
こ
と
の

な
い
子
ど
も
た
ち
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
製
薬
会
社
の
調

査
結
果
か
ら
、
学
校
の
和
式

ト
イ
レ
で
は
排
便
が
し
づ
ら

い
と
答
え
た
小
学
生
が
約
半

数
い
る
。
一
部
で
洋
式
化
は

進
ん
で
い
る
が
、
災
害
時
の

避
難
拠
点
の
面
か
ら
も
洋
式

化
が
必
要
で
は
。

答　

校
舎
の
大
規
模
改
修
に

合
わ
せ
て
ト
イ
レ
も
順
次
改

修
し
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、

和
式
も
残
し
て
ほ
し
い
と
の

一

般

質

問

公明党

新政会

全校園のトイレ洋式化は

認知症初期集中支援チームは

校舎改修に合わせて実施

医師会との調整を実施

教育長

福田理事

▲切り下げ部分が連続し歩きにくい歩道

神吉  史久

藤田　博

問　

歩
道
の
多
く
は
マ
ウ
ン

ド
ア
ッ
プ
型
で
、
車
の
出
入

り
口
な
ど
切
り
下
げ
ら
れ
た

箇
所
が
多
く
あ
り
、
障
が
い

者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
通
行

し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
、
目
指
す
べ
き
都
市

像
と
し
て
ウ
ォ
ー
ク
＆
サ
イ

ク
ル
都
市
の
形
成
を
掲
げ
て

い
る
本
町
に
と
っ
て
こ
の
よ

う
な
歩
道
の
解
消
は
必
要
不

可
欠
で
、
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
化

し
、
歩
き
や
す
い
歩
道
を
積

極
的
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

答　

現
在
で
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ

一

般

質

問

新政会

新政会

歩きやすい歩道整備を

水田川拡幅工事の進展は

優先順位を考え検討する

国、県に引き続き要望する

平郡理事

平郡理事

ここを　  うここを　  う問問町政

暮
ら
す
た
め
に
は
、
緊
急
時

24
時
間
対
応
を
行
え
る
地
域

で
の
見
守
り
体
制
の
強
化
を

図
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

答　

支
援
を
必
要
と
す
る
人

の
見
守
り
や
、
住
民
の
相
談

に
対
応
す
る
体
制
整
備
に
努

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
生
活
支
援
員
な
ど
を

配
置
し
、
24
時
間
体
制
で
高

齢
者
を
見
守
る
地
域
サ
ポ
ー

ト
型
特
養
事
業
の
実
施
に
向

け
て
働
き
か
け
た
い
と
思
う
。

総
合
戦
略
の
推
進
体
制
は

組
織
を
編
制
し

協
議
・
検
討

角
田
理
事

問　
「
播
磨
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
推

進
」
の
計
画
書
に
は
、
施
策

の
検
証
、
見
直
し
な
ど
の
実

施
と
あ
る
が
、
具
体
的
記
載

が
な
く
、
検
討
・
分
析
・
検

証
・
見
直
し
な
ど
は
誰
が
行

い
、
ま
た
住
民
意
見
の
反
映

は
あ
る
の
か
。

答　

各
種
機
関
・
団
体
・
有

識
者
・
住
民
な
ど
の
代
表
で

推
進
会
議
を
組
織
し
、
協
議

検
討
す
る
。
ま
た
、
推
進
本

部
で
検
証
し
、
必
要
に
応
じ

施
策
な
ど
の
見
直
し
を
す
る
。

協
議
を
進
め
て
お
り
、
山
陽

電
鉄
と
は
協
定
を
締
結
し
詳

細
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
第
２
工
区
の
地
権
者
と

は
精
力
的
に
買
収
交
渉
を
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、国
・

県
に
早
期
工
事
着
手
の
要
望

活
動
を
行
う
。

　

Ｊ
Ｒ
山
陽
新
幹
線
よ
り
上

流
部
の
第
３
工
区
に
つ
い
て

は
、
第
２
工
区
と
並
行
し
て

整
備
を
進
め
る
た
め
、測
量
、

設
計
を
進
め
て
お
り
、
明
姫

幹
線
ま
で
の
計
画
決
定
を
行

い
、
近
々
地
元
説
明
会
を
開

催
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

古
田
西
自
主
防
災
会
に

配
布
さ
れ
た
止
水
板
は
、
土

の
う
と
比
べ
設
置
が
容
易
で

あ
っ
た
。
他
の
自
主
防
災
会

に
も
配
布
す
れ
ば
有
効
に
活

用
で
き
る
と
考
え
る
が
、
町

当
局
の
考
え
は
。

答　

止
水
板
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
浸
水
対
策
に
有
効
で

あ
る
が
自
主
防
災
会
へ
貸
与

す
る
場
合
、
数
量
や
保
管
場

所
、
管
理
方
法
な
ど
の
問
題

が
あ
る
の
で
、
希
望
さ
れ
る

自
主
防
災
会
が
あ
れ
ば
問
題

点
を
協
議
し
た
上
で
検
討
し

た
い
。

一
定
数
の
意
見
も
あ
っ
た
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
は

三
事
業
を

県
事
業
団
に
委
託

町
長

問　

本
年
４
月
か
ら
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
が
施
行

さ
れ
た
。
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
、
住
む
所
が
無
い
な

ど
、
仕
事
や
健
康
面
な
ど
で

深
刻
な
問
題
を
抱
え
た
人
を

生
活
保
護
に
至
る
前
に
支
え
、

新
た
な
人
生
へ
の
挑
戦
を
後

押
し
す
る
制
度
で
あ
る
。
県

内
の
12
町
に
つ
い
て
は
、
県

企
業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー
事

業
団
が
担
当
し
て
い
る
。
事

業
団
と
の
連
携
や
取
り
組
み

の
成
果
は
。

答　

生
活
相
談
で
窓
口
に
来

ら
れ
た
方
に
状
況
の
聞
き
取

り
な
ど
行
い
、
希
望
さ
れ
る

方
に
は
本
事
業
団
を
紹
介
し

て
い
る
。成
果
に
つ
い
て
は
、

10
月
末
時
点
で
新
規
相
談
件

数
７
件
、
プ
ラ
ン
作
成
や
就

労
支
援
対
象
者
は
２
件
、
就

労
に
結
び
つ
い
た
対
象
者
は

１
名
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
高
齢
者
、
障
が
い
者
支
援

問　

国
が
認
知
症
高
齢
者
を

自
宅
で
支
え
る
家
族
の
支
援

策
と
し
、
医
師
・
看
護
師
ら

が
訪
問
し
、
適
時
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
事
業

を
拡
大
し
平
成
30
年
度
末
に

は
全
市
町
村
に
設
置
を
目
指

す
中
、
町
は
３
年
間
で
ど
う

準
備
を
整
え
る
の
か
。

答　

職
員
が
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
員
研
修
を
受

け
て
お
り
、
医
師
会
と
も
調

整
し
、
年
度
内
に
チ
ー
ム
を

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

地
域
住
民
間
の
関
係
性

が
希
薄
化
す
る
中
で
、
独
り

暮
ら
し
高
齢
者
が
安
心
し
て

▲蓮池小学校の和式トイレ

▲拡幅工事が待たれる新幹線下の水田川

問　

水
田
川
は
、
大
雨
に
な

る
と
急
激
に
水
位
が
上
昇
し

て
、
数
多
く
の
浸
水
被
害
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
早
期
拡

幅
改
修
は
周
辺
に
暮
ら
す
住

民
の
悲
願
で
あ
る
。

　

現
在
、
山
陽
電
鉄
や
新
幹

線
高
架
下
を
含
む
上
流
部
の

拡
幅
工
事
は
進
展
が
見
ら
れ

な
い
。
水
田
川
上
流
部
の
拡

幅
工
事
の
現
状
は
。

答　

加
古
川
土
木
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
上
流
部

の
山
陽
電
鉄
・
Ｊ
Ｒ
山
陽
新

幹
線
部
分
の
第
２
工
区
と
そ

の
上
流
部
の
第
３
工
区
は
、

山
陽
電
鉄
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

ト
型
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、

新
設
歩
道
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト

型
で
整
備
し
て
い
る
。
し
か

し
、
以
前
は
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ

プ
型
が
標
準
で
、
町
内
の
既

存
歩
道
の
多
く
は
マ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
型
で
あ
り
、
車
の
出

入
り
口
の
段
差
解
消
な
ど
で

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
多
額

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
、
歩
行
者
数
な
ど

優
先
順
位
を
考
え
な
が
ら
検

討
す
る
。

避
難
所
に
井
戸
整
備
を

調
査
研
究
を

進
め
る

角
田
理
事

問　

災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
学
校
や
コ
ミ
セ
ン
で
は
、

ト
イ
レ
や
掃
除
な
ど
飲
料
用

以
外
に
も
多
く
の
生
活
用
水

が
必
要
と
な
る
。
今
年
度
か

ら
井
戸
整
備
に
対
す
る
県
の

補
助
制
度
も
始
ま
っ
た
。
こ

の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
井

戸
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

答　

現
状
も
プ
ー
ル
活
用
な

ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

　

井
戸
整
備
は
、
設
置
場
所

や
維
持
管
理
に
課
題
が
あ
る

が
、
多
く
の
選
択
肢
が
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
観
点

か
ら
、調
査
研
究
を
進
め
る
。


